
九州におけるコンテナ苗出荷量の推移
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コ
ン
テ
ナ
苗
の
特
徴

　
コ
ン
テ
ナ
苗
は
、
①
時
季
を
問
わ
ず
植
栽

が
可
能
、
②
植
栽
後
の
活
着
が
良
い
、
③
こ

れ
ま
で
の
普
通
苗
の
倍
以
上
の
植
栽
功
程
が

可
能
な
ど
の
特
徴
が
あ
り
ま
す（
現
地
の
状

況
に
よ
っ
て
違
い
は
あ
り
ま
す
）。

　
植
栽
後
の
成
長
に
つ
い
て
は
、
導
入
初
期

に
設
定
し
た
試
験
地
で
４
年
目
の
経
過
観
察

を
続
け
て
い
ま
す
が
、
従
来
の
裸
苗
と
同
等

以
上
の
状
態
で
推
移
し
て
い
ま
す︵
図
１
︶。

　
ま
た
、
年
間
を
通
し
て
出
荷
で
き
る
こ
と

か
ら
苗
木
生
産
者
に
と
っ
て
は
余
剰
廃
棄
苗

の
回
避
が
で
き
る
と
と
も
に
、
造
林
者
に
と

っ
て
も
労
働
量
の
平
準
化
が
図
ら
れ
る
な
ど

の
利
点
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
特
徴
を
生
か
し
て
、
伐
採
搬
出

後
す
ぐ
に
植
栽
す
る
こ
と
に
よ
り
木
材
生
産

と
一
貫
し
た
造
林
事
業
の
実
行
が
可
能
と
な

り
、
苗
木
運
搬
の
機
械
化
や
高
性
能
機
械
の

利
用
で
枝
条
整
理
を
行
う
こ
と
に
よ
り
地
拵

の
省
力
化
が
図
ら
れ
ま
す（
こ
の
よ
う
な
作

業
方
法
を
一
貫
作
業
シ
ス
テ
ム
と
呼
ん
で
い

ま
す
）。

　
さ
ら
に
、
成
長
の
早
い
優
良
品
種
と
組
み

合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
下
刈
回
数
の
低
減

が
期
待
さ
れ
、
育
林
経
費
の
大
幅
な
コ
ス
ト

ダ
ウ
ン
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

コ
ン
テ
ナ
苗
の
導
入
と

一
貫
作
業
シ
ス
テ
ム
の
実
施
状
況

　
九
州
森
林
管
理
局
で
は
、
コ
ン
テ
ナ
苗
の

導
入
に
当
た
っ
て
は
そ
の
特
性
を
活
か
し
て

伐
採
〜
造
林
の
一
貫
作
業
が
仕
組
め
る
①
複

層
伐（
誘
導
伐
）と
植
栽
の
一
括
契
約
予
定
箇

所
、
②
立
木
販
売
と
植
栽
請
負
の
混
合
契
約

予
定
箇
所
に
お
い
て
使
用
す
る
こ
と
を
基
本

と
し
て
い
ま
す
。

　
事
業
実
行
に
当
た
っ
て
は
、
ま
だ
コ
ン
テ

ナ
苗
の
生
産
量
は
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

ま
ず
民
有
林
で
の
使
用
を
優
先
し
つ
つ
、
積

極
的
に
導
入
を
進
め
た
結
果
、
平
成
22
年
度

か
ら
26
年
度
ま
で
の
５
年
間
で
約
87
万
本
を

国有林野事業の取組

九州森林管理局

低コスト造林の推進に向けた
コンテナ苗の導入拡大

マルチキャビィコンテナ苗

　
森
林
資
源
が
人
工
林
を
中
心
に
利
用
段
階
に
入
っ
て
き
て
い
る
中
で
、
主
伐
・
再
造
林
を

本
格
的
に
進
め
る
上
で
は
地
拵
、
植
付
、
下
刈
な
ど
の
育
林
経
費
の
低
減
が
不
可
欠
か
つ
大

き
な
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
全
国
に
先
駆
け
て
人
工
林
資
源
が
充
実
化
し
て
い
る
九
州
の
国
有
林
で
は
、
林
業
経
営
に

お
い
て
大
き
な
ウ
エ
イ
ト
を
占
め
る
育
林
段
階
の
コ
ス
ト
削
減
を
図
る
た
め
、
伐
採
・
搬
出

と
跡
地
の
植
栽
を
同
時
に
発
注
す
る
一
貫
作
業
シ
ス
テ
ム
を
拡
大
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
実

行
に
欠
か
せ
な
い
コ
ン
テ
ナ
苗︵
※
︶の
生
産
拡
大
・
普
及
へ
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

図１

スギコンテナ苗試験地における成長量データ
【試験地：宮崎市の石坂国有林】

図２
注）マルチキャビィコンテナ苗の数量を計上
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植
栽
し
ま
し
た︵
図
２
︶。
一
貫
作
業
シ
ス
テ

ム
の
実
施
面
積
も
年
々
増
加
し
、
平
成
26
年

度
は
１
２
６
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
実
績
と
な
っ
て

い
ま
す
。

  

今
後
、
国
有
林
に
お
い
て
は
、
主
伐
・
再

造
林
の
推
進
に
伴
っ
て
公
益
的
機
能
に
配
慮

し
た
複
層
伐
が
増
加
し
、
コ
ン
テ
ナ
苗
の
需

要
の
伸
び
が
大
き
く
な
る
と
と
も
に
、
民
有

林
に
お
い
て
も
、
導
入
促
進
に
向
け
た
支
援

制
度
が
各
県
に
お
い
て
措
置
さ
れ
る
な
ど
需

要
の
増
大
は
確
実
に
見
込
ま
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
コ
ン
テ
ナ
苗
の
生
産
拡
大
と
安
定
供

給
体
制
の
整
備
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
コ
ン
テ
ナ
苗
供
給
調
整
会
議
及
び
生
産
技

術
向
上
検
討
会
」を
九
州
各
県
の
樹
苗
生
産

組
合
、
各
県
の
林
務
担
当
者
や
研
究
機
関
、

森
林
総
合
研
究
所
な
ど
約
80
人
の
出
席
の
も

と
に
開
催
し
ま
し
た
。

　
供
給
調
整
会
議
で
は
、
コ
ン
テ
ナ
苗
の
導

入
状
況
、
26
〜
27
年
度
の
各
県
苗
連
の
供
給

計
画
に
基
づ
く
調
整
と
増
産
要
請
、
九
州
国

有
林
の
向
こ
う
三
年
間
の
苗
木
需
要
見
通
し

を
情
報
提
供
し
ま
し
た
。

　
生
産
技
術
向
上
検
討
会
で
は
生
産
者
に
よ

る
コ
ン
テ
ナ
苗
生
産
技
術
の
紹
介
、
森
林
総

合
研
究
所
九
州
支
所
か
ら
は
コ
ン
テ
ナ
苗
植

栽
試
験
地
の
報
告
、
林
木
育
種
セ
ン
タ
ー
九

州
育
種
場
か
ら
は
エ
リ
ー
ト
ツ
リ
ー
の
普
及

に
向
け
た
報
告
が
行
わ
れ
参
加
者
の
情
報
共

有
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
意
見
交
換
会
で
は
、
需
要
増
大
に

伴
う
穂
木
不
足
や
採
穂
技
術
の
継
承
等
が
課

題
で
あ
る
と
の
意
見
が
出
さ
れ
る
な
ど
活
発

な
討
論
と
な
り
ま
し
た
。

　
九
州
森
林
管
理
局
で
は
、
今
後
も
こ
う
し

た
情
報
共
有
の
場
を
設
け
る
こ
と
と
し
て
お

り
、
民
有
林
へ
の
普
及
に
向
け
た
大
き
な
一

助
に
な
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
と
め

　
九
州
で
の
コ
ン
テ
ナ
苗
生
産
も
始
ま
っ
て

か
ら
５
年
が
経
過
し
、
各
生
産
者
が
日
々
よ

り
よ
い
苗
づ
く
り
を
目
指
し
て
技
術
の
向
上

を
図
っ
て
い
ま
す
。
ど
こ
よ
り
も
早
く
主

グラップルによる枝条等のかき分け

フォワーダによるコンテナ苗木運搬

※
コ
ン
テ
ナ
苗
：

　

硬
質
樹
脂
製
な
ど
の
容
器
で
育
苗
さ
れ

た
苗
木
。
コ
ン
テ
ナ
苗
は
、
容
器
底
面
の

開
口
や
内
部
の
突
起
等
の
工
夫
に
よ
り
、

根
の
変
形
や
根
巻
き
が
生
じ
に
く
く
、
根

切
り
も
必
要
と
し
な
い
。
ま
た
、
培
地
ご

と
植
栽
す
る
た
め
、
活
着
が
良
く
植
栽
時

期
を
選
ば
な
い
。

　

コ
ン
テ
ナ
容
器
に
は
い
く
つ
か
の
種
類

が
あ
る
が
、
九
州
局
で
は
、
植
栽
後
の
下

刈
回
数
の
削
減
も
念
頭
に
置
い
て
、
マ
ル

チ
キ
ャ
ビ
テ
ィ
コ
ン
テ
ナ（
容
量
3
0
0

㏄
）で
育
苗
し
た
苗
木
を
使
用
し
て
い
る
。

伐
・
再
造
林
の
本
格
時
期
を
迎
え
よ
う
と
し

て
い
る
九
州
に
お
い
て
コ
ン
テ
ナ
苗
の
普
及

は
再
造
林
の
コ
ス
ト
削
減
に
不
可
欠
な
ツ
ー

ル
と
い
え
ま
す
。

　
今
後
、
年
間
を
通
し
た
苗
木
の
安
定
供
給

や
育
苗
コ
ス
ト
削
減
に
よ
る
苗
木
の
低
価
格

化
な
ど
の
課
題
を
解
消
し
て
い
く
た
め
、
コ

ン
テ
ナ
苗
生
産
者
や
県
行
政
、
森
林
総
合
研

究
所
等
の
研
究
機
関
、
造
林
事
業
者
等
と
連

携
し
つ
つ
、
民
有
林
へ
も
一
層
の
コ
ン
テ
ナ

苗
の
普
及
を
積
極
的
に
進
め
な
が
ら
、
九
州

か
ら
の
林
業
再
生
を
目
指
し
て
い
く
考
え
で

す
。

コ
ン
テ
ナ
苗
の
生
産
拡
大
・

普
及
に
向
け
て

　
昨
年
７
月
、
コ
ン
テ
ナ
苗
の
生
産
拡
大
と

安
定
供
給
、
ま
た
育
苗
技
術
向
上
を
目
的
に
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